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旬今が えひめの地域づくり人
びと特集

　

伊
予
市
の
中
心
市
街
地
・
郡
中
灘
町
は
、
寛

永
13
年
（
１
６
３
６
）、
町
衆
で
あ
っ
た
宮
内
家

一
族
が
開
拓
し
計
画
的
に
つ
く
っ
た
特
異
な
短

冊
状
地
割
り
、
江
戸
時
代
の
在
郷
町
・
港
町
の

歴
史
と
建
物
が
奇
跡
的
に
残
さ
れ
た
町
で
あ

る
。
地
域
固
有
の
歴
史
資
源
で
あ
る
町
家
・
町

並
み
を
生
か
し
た
「
ま
ち
な
か
再

生
」
を
め
ざ
す
「
灘
町
・
宮
内
邸

を
守
る
会
」
の
活
動
は
、
今
年
で

10
年
を
迎
え
た
。

　
「
ま
ち
タ
ン
ケ
ン
」
な
ど
郡
中

小
学
校
と
の
総
合
学
習
、
愛
媛

大
学
曲ま

が

田た

清き
よ
た
だ維

研
究
室
と
連
携

し
た
「
郡
中
ま
ち
ぐ
る
み
博
物

館
」
マ
ッ
プ
づ
く
り
の
経
験
も
、

ま
ち
の
良
さ
を
再
発
見
し
、
郷

土
へ
の
誇
り
や
愛
着
・
ま
ち
づ

く
り
意
識
を
高
め
て
き
た
。
住

民
や
子
ど
も
た
ち
が
、
歴
史
的

文
化
的
価
値
の
あ
る
環
境
や
空

間
か
ら
感
性
豊
か
に
学
び
あ
い
、

ま
ち
に
働
き
か
け
な
が
ら
自
ら
も
育
っ
て
い
く

と
い
う
「
ま
ち
育
て
」
の
循
環
の
中
か
ら
、「
住

み
続
け
る
」
た
め
の
居
住
環
境
や
福
祉
、
地
域

文
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り
が
可
能
に
な
る
。

　

振
り
返
れ
ば
80
年
代
以
降
、
町
並
み
・
景
観
、

福
祉
・
教
育
、
産
業
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
様
々

な
地
域
活
動
を
包
括
し

て
「
地
域
づ
く
り
」
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
個
々
の
活
動
が
地

域
づ
く
り
の
出
発
点

で
は
あ
る
が
、「
何
の

た
め
に
、
何
を
め
ざ
し

て
」
と
い
う
理
念
・
目

標
や
「
地
域
社
会
の
担

い
手
・
主
体
は
誰
な
の

か
」
が
曖
昧
な
ま
ま
、

活
性
化
の
名
の
も
と
に

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
発

信
に
終
始
し
て
い
る
事
例
も
見
受
け
ら
れ
た
。

　

住
民
の
主
体
的
な
意
欲
・
意
識
づ
く
り
と
い

う
「
ま
ち
育
て
」
の
原
点
に
立
ち
返
っ
て
、
専

門
家
と
協
力
し
た
地
域
調
査
と
共
同
学
習
、
現

行
制
度
の
活
用
や
計
画
の
点
検
、
具
体
的
な
提

案
、
地
域
で
の
実
践
と
い
う
循
環
が
持
続
的
な

地
域
づ
く
り
だ
と
改
め
て
思
い
始
め
て
い
る
。

　

私
た
ち
の
活
動
を
反
映
し
て
、
中
心
市
街
地

再
生
の
た
め
に
宮
内
邸
を
「
歴
史
の
拠
点
」
と

す
る
整
備
計
画
が
決
め
ら
れ
、
隣
接
し
た
銀
行

跡
地
の
取
得
に
行
政
が
動
い
た
。
栄
養
寺
に
は

「
栄
養
学
の
創
始
者
・
佐さ

伯い
き

矩た
だ
す

博
士
顕
彰
碑
」

も
建
立
さ
れ
た
。
歴
史
的
環
境
の
保
全
、
福
祉
・

医
療
、
ま
ち
な
か
居
住
が
促
さ
れ
る
サ
ス
テ
ィ

ナ
ブ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
め
ざ
し
て
、
わ
が

町
の
「
ま
ち
育
て
」
を
育
ん
で
ゆ
き
た
い
。

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

「
ま
ち
育
て
」
を
育
む

地
域
づ
く
り
は

子
や
孫
へ
の
投
資

門
田
　
眞
一

灘
町
・
宮
内
邸
を
守
る
会
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